
国
会
事
項

人
事
異
動

官
庁
報
告

令和年月日 金曜日 第号官 報

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

五
月
十
四
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布
を

奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

承
認
を
求
め
る
の
件
送
付
通
知
書
受
領

五
月
十
四
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
国
会
に
お
い
て
承
認

す
る
こ
と
を
議
決
し
た
次
の
件
を
内
閣
に
送
付
し
た
旨
の

通
知
書
を
受
領
し
た
。

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

議
案
通
知
書
受
領

五
月
十
四
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
内

閣
提
出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案又
同
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
件
を
承

認
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

質
問
書
提
出

五
月
十
四
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

横
浜
地
方
裁
判
所
相
模
原
支
部
に
お
け
る
合
議
制
裁
判

及
び
労
働
審
判
手
続
の
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
長
友
よ
し
ひ
ろ
提
出
）

エ
ン
ゲ
ル
係
数
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
長
友
よ
し
ひ

ろ
提
出
）

質
問
書
転
送

五
月
十
四
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

融
資
一
体
型
変
額
保
険
被
害
者
の
被
害
の
現
状
に
関
す

る
質
問
主
意
書

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
係
る
沖
縄
県
へ
の

漁
獲
可
能
量
の
配
分
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
台
民
間
漁
業
取
決
め
及
び
日
中
漁
業
協
定
の
見
直
し

等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

外
国
人
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
料
等
の
未
納
・
滞
納
や

医
療
サ
ー
ビ
ス
濫
用
へ
の
対
策
の
必
要
性
に
関
す
る
質

問
主
意
書

議
事
日
程

五
月
十
五
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
二
十
四
号

令
和
七
年
五
月
十
五
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
二

食
品
等
の
流
通
の
合
理
化
及
び
取
引
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
及
び
卸
売
市
場
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
三

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
）

第
四

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
内
閣
提
出
）

第
五

保
険
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣

提
出
）

第
六

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の

推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内

閣
提
出
）

第
七

老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円

滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
）

参

議

院

議
案
付
託

五
月
十
四
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五

四
号
）

総
務
委
員
会
に
付
託

公
益
通
報
者
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
三
二
号
）

消
費
者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
付
託

議
決
通
知

五
月
十
四
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
承
認
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し

た
。特

定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

ま
た
、
同
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
可
決
し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

質
問
主
意
書
転
送

五
月
十
四
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し
た
。

政
府
備
蓄
米
を
放
出
し
て
も
米
の
市
場
価
格
が
下
が
ら

な
い
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
浜
田
聡
提
出
）（
第

一
一
七
号
）

報
告
書
提
出

五
月
十
四
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
及
び
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
一
号
）
審
査

報
告
書

法
律
公
布
奏
上
及
び
通
知

五
月
十
四
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の
旨
衆

議
院
に
通
知
し
た
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

承
認
を
求
め
る
の
件
送
付
及
び
通
知

五
月
十
四
日
国
会
に
お
い
て
承
認
す
る
こ
と
を
議
決
し

た
次
の
件
を
内
閣
に
送
付
し
、
そ
の
旨
衆
議
院
に
通
知
し

た
。特

定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止

の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

法

務

省

（
丸
亀
区
検
察
庁
副
検
事
）
副
検
事

丸
茂

民
夫

高
松
区
検
察
庁
副
検
事
に
配
置
換
す
る

（
高
松
区
検
察
庁
副
検
事
）
同

康
朗

丸
亀
区
検
察
庁
副
検
事
に
配
置
換
す
る
（
以
上
五
月
十
三

日
）

官
庁
事
項

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関

す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
よ
り
登
録
事
項
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
五
月
十
六
日国

土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

一

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
名
称

海
上
自
衛

隊
第
２
術
科
学
校

二

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
学
校
長

南

厚

（
変
更
後
）
学
校
長

藤
井

健
一

三

変
更
年
月
日

令
和
七
年
三
月
二
十
四
日

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

東
北
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
35条

第
３
項
及
び
第
７
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
北
漁
業
（
沖
合

底
び
き
網
）
最
低
賃
金
（
平
成
15年
東
北
運
輸
局
最
低
賃

金
公
示
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定

を
し
た
の
で
、
同
法
第
19条
第
１
項
及
び
第
35条
第
２
項

並
び
に
船
員
の
最
低
賃
金
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
34年
運

輸
省
令
第
35号
）
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
７
年
５
月
16
日東
北
運
輸
局
長
川
﨑

博
１
．
東
北
漁
業
（
沖
合
底
び
き
網
）
最
低
賃
金
第
５
項
中

「
209700円

」
を
「
219700円

」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
公
示
は
、
令
和
７
年
６
月
15日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る

公
示船

舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
録

船
舶
職
員
養
成
施
設
よ
り
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
五
月
十
六
日国

土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

一

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
名
称

海
上
自
衛
隊
第

２
術
科
学
校

二

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
学
校
長

南

厚

（
変
更
後
）
学
校
長

藤
井

健
一

三

変
更
年
月
日

令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
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